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概 要

応 用 分 野

水産物は、その複雑な流通形態が故に、消費者に生産過程（漁場や漁獲方法など）を伝える仕組みが
ほとんど確立されていない。本課題では、鳥取県中部地域で水揚げされる水産物を対象とし、消費者向
けパンフレットを作成することによって‘生産者の顔の見える地域ブランド’の創出を試み、消費者向けア
ンケート調査を実施しその効果について検討する。
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研 究 内 容

写真：「鳥取かにフェスタ2018」にお
けるアンケート調査の様子

写真：「第2回鳥取かに祭り」にお
けるアンケート調査の様子

表 魚を購入時の産地に対する意識の有無及び地元産を選ぶかの回答結果


